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部材パックについて 
レブロは言語ごとに機器器具や弁類､単線記号などが実装されています。例えば中国版レブロで日本の図面

を描く場合など､他言語のレブロに実装された部材を使用する場合､その言語の｢部材パック｣を取り込むこ

とで可能になります。 

部材パックは各言語の Rebro2017 以降に対応した機能です。 

 

部材パックのインストール方法 

① レブロを起動し、開かれているすべての図面を閉じます。 

② ウィンドウ右上にある歯車のマーク「設定」をクリックします。 

 

③ ダイアログ左側のツリーを最下までスクロールし、「部材パック」をクリックします。 
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④ 右側のパネルにある「部材パックの登録」をクリックします。 

 

⑤ 部材パックの展開先を指定するため「部材パックの保存先」にチェックを入れて「参照」をクリック

します。 

次に部材パックを読み込みます。「追加」をクリックし、ファイル選択ダイアログで”CN-2017-NYK-

BASICS.RebroPartsPack”を選択して確定します。メッセージボックスが表示されれば、部材パック

の読み込みが完了です。 

 

 

※サードパーティー製の”CN-2017-DZJ-000001.RebroPartsPack”を追加することもできます。 

 

 

⑥ ダイアログが上記の状態になっていれば、「閉じる」でダイアログを閉じます。 
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中国版レブロを使って日本の図面を描く設定 

 

① 上記､インストールの手順で､JP-2017-NYK-BASICS.RebroPartsPack を読み込みます。 

 

② 「部材パック」を「中国版」から「日本版」に変更します。 

 

 

③ 「OK」ボタンでダイアログを閉じます。以降、作図や部材配置などで日本版の部材が使用できます。 

各種コマンドのダイアログの右上にあるコンボボックスで、部材パックを切り替えることもできます。 

 


